
- 15 - 

 

 第３章 保健予防推進担当    

１ 栄養・健康づくり  

（１）健康増進法に基づく、特定給食施設等に対する指導・助言 
  ア 指導・助言件数 

 

 施設の種類 

特 定 給 食 施 設 その他の 

給食施設 

  

計 １回１００食以上又は

１日２５０食以上 

１回３００食以上又は

１日７５０食以上 

指導数 ８６ １７ ７１ １７４ 

 

  イ  集団指導 

    管内給食業務従事者に対して、食中毒発生状況や最新情報、健康危機管理に 

   関する知識を提供し、日常業務に生かすことを目的に研修を実施した。    

実施日 内   容 受講者数 

令和元年 

 ６月１４日 

 

会場 

市民プラザかぞ 

(1)講義「給食施設の衛生管理 

        ～最近の話題から～」 

  講師 加須保健所 食品衛生監視員 

(2) 情報提供 

 ア「特定給食施設栄養管理状況報告書集計 

   結果から～災害に対する対応状況から～」 

 イ 働く人の健康づくりについて 

 ①特定健診受診勧奨、②受動喫煙防止対策 

 ③熱中症予防、④給食施設の変更届等の届出 

  要件について 

 講師 加須保健所 栄養指導員  

給食施設管理

者・管理栄養

士・調理師等 

   ５１人 

 

（２）国民健康・栄養調査 

    健康増進法に基づき、国民の身体の状況、栄養素等摂取量及び生活習慣の状況 

   を明らかにし、国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基礎資料を得るこ 

   とを目的に実施している。令和元年は、該当地区はなかった。 
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（３）栄養関係団体育成事業 

  ア 調理師会 

    業務で飲食提供に関わる調理師に対して、健康に関する知識や情報を提供し、 

   日常業務に生かすことを目的に研修を実施した。 

 

実施日 内   容 受講者 

令和元年 

１１月２８日 

  

会場 

 行田地方庁舎 

令和元年度健康づくり調理師研修会 

（１）講話 

 「受動喫煙が健康に与える影響について」 

  ～飲食店における受動喫煙防止対策の進め方～ 

  講師：日本禁煙学会 禁煙専門指導者 

     大島 淳 氏   

（２）情報提供 

 ・埼玉県受動喫煙防止対策実施施設等認証 

  制度について 

 ・健康増進法改正に伴う飲食店の経過措置 

  について   

調理師等 

３０人 

 

イ 食生活改善推進員 

食生活改善に関わるボランティア活動を行っている食生活改善推進員に対して、 

  健康増進に係る基礎知識の修得と活用を目的に研修を実施した。 

 

実施日 内     容 受講者 

令和元年 

 ８月２３日 

 

会場  

 加須保健所 

(1) 地域の健康課題について 
   加須保健所 栄養指導員 

(2)講義 

  「減塩の重要性と効果的な減塩方法」                            

   講師：女子栄養大学 生涯学習講師 

             （管理栄養士）  

(3)保健所からの情報提供  

  ・受動喫煙の害について 

  ・栄養成分表示について 

食生活改

善推進員

等６０人 

 

 

（４）健康づくり協力店 

   「健康づくり協力店」とは、県民の方の健康づくりを応援する飲食店で提供する 

  料理の栄養成分表示の掲示や健康情報の提供、埼玉県コバトン健康メニューの 

  提供を行う飲食店である。  

      ＊指定店舗は埼玉県ホームページで紹介。 

   ＊令和元年度新規指定 ０店舗   
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  管内健康づくり協力店数               （令和２年３月末現在） 

市 名 行田市 羽生市 加須市 
埼玉県コバトン健康メニュー 

提供店舗・メニュー数 

店舗数 ３４ １２ １７ 
羽生市内６店舗 

＊埼玉県ホームページ参照 

 

（５）食品表示に関する指導等 

   食品表示法(平成２７年４月施行）及び食品表示基準に基づく食品製造業者等への 

  指導を行った。 

 

 （６）災害時における食生活支援  

       災害時にあっても、できる限り健康が損なわれることなく生活を続けるために 

は、健康の基盤となる「栄養・食生活」の環境や支援体制が整っていることが必 

要である。また、平時から災害時の食生活支援体制を検討しておくことが重要で 

あることから、令和元年度は幸手保健所と共催で研修会を開催し、給食施設の災 

害時に備えた食環境整備について意識向上につなげた。 

実施日 内   容 受講者 

令和元年 

１２月９日 

 

会場 

市民プラザ 

   かぞ 

(1)情報提供 

  講話：事前アンケート集計結果 

     ～利根保健医療圏内の特定給食施設にお 

      ける台風 19 号接近時の非常・災害時対 

      策の取り組み状況について～ 

  講師：保健所 栄養指導員 

(2)講演及びデモンストレーション 

  「災害時の食支援について」 

  ～パッククッキングの活用法について～ 

  講師：パッククッキング倶楽部 

介護老人保健施

設、老人福祉施

設、社会福祉施

設の職員 

   ３９名 

 

  （７）受動喫煙防止対策 

  埼玉県では、健康増進法の一部改正に伴い、国の基準よりも厳しい基準で禁煙に 

  取り組んでいる施設を認証する新たな制度を、令和元年 6月 1日から開始した。 

  した。それに伴い旧の認証制度を廃止した。 

 ＊認証施設は埼玉県ホームページで紹介。 

    新規認証施設 ６３施設 

 

 

内  容 対 象 件 数 

食品製造業者等への普及（集団指導） 事業者 ２回 ４２人 

表示、誇大広告に関する相談、指導 事業者 ３６件 

県民に対する啓発（集団指導） 県 民 ４回１５０人 
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    埼玉県受動喫煙防止対策実施施設一覧 （令和元年３月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）生活習慣病対策総合推進事業 

各保険者が実施する特定健診・保健指導事業が、円滑かつ効果的実施できるよ

う各市特定健診・保健指導事業を担当する保健師、管理栄養士、国保事業担者に

対し支援を行った。 

 

 ア 特定健診受診率向上支援事業 

 （ア）健康課題対策会議 

 

（イ）受診率促進啓発事業 

種  別 敷地内禁煙 屋内禁煙 

１ 飲食店 ２     １２ 

２ 娯楽業施設    ０     ０ 

３ １・２以外の店舗    ６     ７ 

４ 事業所 

 （オフィス・工場等） 

     ８     ６ 

５ 文化・運動施設    ４     １ 

６ 公共交通機関    ０     ０ 

７ その他    ４   １３ 

合  計   ２４   ３９ 

実施日 内   容 参加者 

令和元年 

 １０月１日 

 

会場 

 加須保健所 

議事 

(1)保健所からの情報提供 

  地域の健康課題及びヒアリングフォーマットの 

  結果等     

(2)各医療保険者の健診等取り組み状況及び情報交換       

 ・特定健診受診率向上及び特定保健指導の実施率 

  向上の取組について 

 ・生活習慣病予防事業について 

・糖尿病性腎症重症化予防事業の実施状況と課題 

・保健事業と介護予防の一体的実施に向けての取組 

 み状況   

市職員 

協会け

んぽ 

健康長

寿課 
 

１２人 

実施日・対象 内   容 

令和元年７月 

JA ほくさい地域（行田市、加

須市、羽生市、鴻巣市川里地

区）組合員等 

２１，８５０部 

JAほくさい広報誌７月号に、特定健診受診勧奨

記事と受動喫煙の害と健康増進法の改正につい

て掲載。 
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 イ 効果的な保健指導実施支援事業  

 （ア）働く人の健康づくり支援研修会 

                       

   （イ）糖尿病性腎症重症化予防研修会 

実施日 内   容 参加者 

令和２年 

 ２月１４日 

 

会場 

 加須保健所 

(1)講義 

 「なぜ、糖尿病性腎症重症化予防が必要なのか」 

  講師  西部総合病院 院長 

      糖尿病専門医  

(2)事例報告     

 「秩父地域の糖尿病性腎症重症化予防対策事業 

  について」 

  講師 秩父市保健センター主席主幹 保健師 

(3)講義 

  ナッジ理論を保健事業で活用する方法 

  講師 (株)キャンサースキャン 

市国保・保健

高齢介護職員

企業の健康管

理担当者 

協会けんぽ埼

玉支部職員等 

  ２６人 

 

(９) 出前講座 

実施日 内   容 対 象 参加者数 

 

 ５月２４日 

  
学校栄養職員等５年目研修会  
講師 加須保健所 栄養指導員  

学校栄養職員 ３人 

 

 ６月１８日 

 
健康づくりボランティア養成講座 
講師 加須保健所栄養指導員 
     〃   食品衛生監視員 

羽生市 ３０人 

 

 ８月 ５日 

  
中堅学校栄養職員等資質向上研修会 
講師 加須保健所 栄養指導員 

学校栄養職員 ２０人 

令和２年 

 ２月 ７日 

 
食品表示講習会 
講師 加須保健所栄養指導員 
     〃  食品衛生監視員  

行田市小規模

食品製造業者

等 

１４人 

 

実施日 内   容 参加者 

令和２年 

 １月２７日 

 

会場 

 加須保健所 

講演（1） 

「職場における受動喫煙防止対策の重要性について」 

  ～望まない受動喫煙を防ぐためには～  

  講師：国際医療福祉大学 准教授  
講演（2） 
「健診結果に問題があった場合の対応について」 
  講師：協会けんぽ埼玉支部 保健師  
 
  

管内企業

の健康管

理担当者

協会けん

ぽ埼玉支

部担当者

等 

３５人 
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（10）健康長寿サポーター養成講習 

   ３回 ６１人養成 

 

 (11)管内市栄養業務担当者会議 

実施日 内   容 対 象 参加者数 

令和元年 

１０月３１日 

(1)令和元年度 各市及び保健所の栄

養・健康づくり事業について 

(2)各市健康づくり推進計画・食育推

進計画等進捗状況について 

(3)栄養士の人材育成について 

 

管内市保健セ

ンター 

管理栄養士等 

３人 

令和２年 

 ３月５日 

(1)各市の栄養・健康づくり事業の取

組結果について 

(2)令和２年度栄養・健康づくり事業

計画について 

(3)栄養士の人材育成について 

(4)各種研修会の要旨について情報共

有 

(5)健康増進法の一部改正について  

(6)情報交換 

管内市保健セ

ンター 

管理栄養士等 

３人 

 

（12）歯科保健 

     生涯を通じた歯の健康づくりの推進と保健・医療・福祉の連携促進を目的に、関係者

の会議と研修を実施した。     

保健所歯科口腔保健連携会議 

実 施 日 内    容 参加者 

令和元年 

１０月１０日 

 

会場 

 加須保健所 

 

(1)情報提供 

 「第３次埼玉県歯科保健推進計画について」 

 講師 埼玉県健康長寿課 主査（歯科医師）  

(2)埼玉県歯科医師会からの情報提供 

 テーマ「８０２０達成型県民社会の実現を目指して」  

 発表 埼玉県歯科医師会 地域保健部員     

(3) 各所属の取組みについて報告及び協議 

  ・幼保・学童期の歯科指導の取組み 

  ・若い世代の歯科健診の呼びかけ、検診メニュー内容 

  ・妊婦対象の歯科健診実施状況  

歯科医師

、歯科衛

生士、市

保健及び

高齢介護

担当課職

員等 

２１人 
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２ 母子保健 

（１）不妊治療費助成事業 

      少子化社会対策及び次世代育成支援の推進を図ることを目的に、これにより不妊に悩

む夫婦が不妊治療を受けることによる経済的負担を軽減し、治療を受ける機会を増大す

ることになった。埼玉県では、平成１６年４月から事業を開始した。 

   なお、平成２７年度から男性不妊治療費助成事業が開始された。 

 

                 令和元年度 

 

 

                  

    

   特定不妊治療費助成金支給件数        

 

 

 

   

   

（２）療育医療               

児童福祉法第２０条の規定により結核に罹患し、長期の入院を要する児童に対し、 

治療と教育をあわせて行うために、学習用品、日用品及び医療費を給付している。 

 申請件数 ０件  

 

（３）親と子の心の健康づくり事業 

  ア 子どもの心の健康相談 

  子どもの心の問題は、複雑で広範囲に及ぶものであり、保健、医療、教育、福祉な

 ど 他機関にわたっての対応が求められる問題である。この視点から当所では、小児 

 精神科医師による相談を年４回開催した。 

 

   相談者（延人員）            来所経路     令和元年度 

 

 

 

 

  

 

 

 

特定不妊治療費助成金申請件数 ２０２件 

男性不妊治療費助成申請件数  ２件 

 

市 名 行田市 加須市 羽生市 計 

令和元年度 ７０ ８７ ４５ ２０２ 

平成 30 年度 ４９ ８５ ４３ １７７ 

本人・保護者 ２ 

市 ２ 

教育関係機関 ２ 

医療機関 ０ 

計 ６ 

 令和元年度 平成30年度 

本人・家族 １１ ５ 

関係機関 ０ １ 

そ の 他 ０ ０ 

計 １１ ６ 
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   子どもの年齢        実（延）人          

 

 

 

    

 

 

 

 

 

相談内容         延（人） 相談結果          延（人） 

 令 和 

元年度 

平 成 

30年度 

  令 和 

元年度 

平 成 

30年度 

行動の問題 ４ ４  対応方法の助言等 ３ ４ 

心理的問題 ４ ３ 他機関紹介 ３ １ 

社会化の問題 ０ ５ 経過観察 ０ ０ 

身体化症状 １ ０ その他 ０ ０ 

食行動の問題 ０ ０  計 ６ ５ 

排泄の問題 ０ ０  

習癖の問題 ０ ０ 

発達の問題 ２ ０ 

性の問題 ０ ０ 

家族機能の問題 ０ ０ 

関係者の対応 ０ ０ 

その他 １ ０ 

計 １２ １２ 

 

    イ 子どもの心のネットワーク事業 

    （ア）小児精神保健医療推進連絡会議 

実施日 内  容 参加機関・人数 

 令和元年 

 １０月１６日 

・子どもの心の健康相談案内 

・情報交換 

管内小中学校、高等学校

教諭、養護教諭 

        ４０人 

 

 

 

 

 

実年齢 令和元年度 平成30年度 

０～６歳 ２（２） ０（０） 

７～９歳 １（１） ０（０） 

10～12歳 １（１） ３（４） 

13～15歳 ２（２）  ２（２） 

16～18歳 ０（０） ０（０） 

計 ６（６） ５（６） 
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 （イ）子どもの心の問題に関する研修会 

実施日 内  容 参加機関・人数 

令和元年 

１０月１６日 

講演 

「思春期・青年期の気になる行動を

知る～臨床心理士から学ぶ対応のヒ

ントその２～」 

講師 

 大妻女子大学准教授  

 臨床心理士 山蔦 圭輔 氏 

管内小中学校、高等学

校教諭、養護教諭 

       ４０人 

 

  ウ ふれあい親子支援事業 

   育児への不安を抱える家族や虐待のリスクのある家族に対して、平成１９年１１月 

  からグループミーティングを実施していたが、平成２７年度でグループは終了した。 

 

（４）保健所別母子保健連絡調整会議 

管内関係機関における連携を強化し、併せて母子保健従事スタッフの資質向上を 

目的に下記内容で会議等を開催した。 

  

実施日 内  容 参加機関・人数 

 令和元年 

 ６月２１日 

【担当者会議】 

・令和元年度の母子保健関連事業計画 

・母子保健関連事業の情報交換   

 

管内3市 

（母子保健・児童福

祉担当者） １４名 

  

 令和元年  

 １０月３１日 

 

【研修会１】 

青年期からの発達課題とは 

～親になりきれない親たちとどう向き合うか～             

講師：臨床心理士 菊池礼子氏  

 

県・市町村保健師 

  ２１名 

 令和元年  

 １２月３日 

 

【研修会２】 

発達検査・知能検査の種類とその活用    

講師：県立精神保健福祉センター 守屋明子氏

   

県・市町村保健師 

  ２６名 
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（５）妊娠期からの虐待予防強化事業 

   県では、県内全産科医療機関と地域保健機関が連携し、妊娠期から養育支援を必要と

  する家庭を積極的に把握し早期に支援行う事業を行っています。 

   この事業の保健所の役割として、管内及び近隣の産科医療機関等と市がより密に連携

  し、早期支援が行えることを目的とした連絡会を開催しています。 

   また、市の母子保健担当者とは、支援ケースへの関わりを振り返り、より良い支援に

  ついて検討する事例検討会を実施しています。 

 

開催日 内  容 参加者 

 令和２年 

  ２月２１日 

【連絡会】 

・妊娠期からの虐待予防強化事業報告 管内状 

 況まとめ 

・情報交換  

 産科医療機関・助
産所   
    １０人 

 市母子保健担当者
         
     ７人 

 令和元年 

 １１月１４日 

 １２月２０日 

 令和２年 

 ２月２５日 

【事例検討会】 

 講義「自分自身を理解するために～相談で沈

黙が続くとき～」 

 講師 臨床心理士 小笠原美江 氏 

・事例検討 ５ケース 

 市母子保健担当者 

      １７人 

                        

 

（６）小児慢性特定疾病児童等自立支援事業 

    相談支援事業 

    長期療養児教室 

     疾病により長期療養を必要とする児童の保護者同士で情報交換等を行うことが 

    できるよう集いを開催した。 

開催日 内  容 参加者 

  令和元年 

 １１月２９日 

 アレルギーを持つお子さんと保護者の集い 

１）講義「アレルギーについて」 

 講師 埼玉県小児医療センター 

   看護師 坂本陽子 氏 

   管理栄養士 三浦明子 氏 

２）交流会 

保護者 ７名 

保育児童 ３名 
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（７）児童虐待防止 

ハイリスク児（未熟児や発達障害児等）や虐待事例、母子双方に困難さを抱える事

例に対する支援を児童相談所や市児童福祉担当、児童福祉施設等の関係機関と連携し

ながら行っている。 

 

                              令和元年度 

内   容   回数・件数 

熊谷児童相談所での連絡調整会議等参加 ０回 

市等関係機関とのケースカンファレンス等 ０回 

要保護児童対策地域協議会参加 １３回 

虐待防止ネットワーク会議

参加 
市町村主催 ０回 

虐待（疑いを含む）ケース 

に関する連絡調整 
実件数 ２件 

延べ件数        ２件 
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３ 難病 

（１）指定難病等医療給付事業 

指定難病（令和２年３月３１日現在 333 疾患）、特定疾患（4 疾患）、県単独指定難

病（4 疾患）、小児慢性特定疾患及び先天性血液凝固因子欠乏症等について医療給付を

行い、適正な医療の普及と患者家庭の医療費の負担の軽減を図っている。 

 

  指定難病（特定疾患及び県単独指定疾患を含む）受給者数 

    

    

    

    

      

（２）小児慢性特定疾病医療給付受給者数  

市 名 行田市 加須市 羽生市 計 

令和元年度 ８３ １０５ ４８ ２３６ 

平成 30 年度 ８８ １０８ ５２ ２４８ 

  

疾患群別受給者数 

Ｎｏ 対象疾患群 令和元年度 平成 30 年度 

１ 悪性新生物 ２６ ２７ 

２ 慢性腎疾患 １０ １２ 

３ 慢性呼吸器疾患 １０ １３ 

４ 慢性心疾患（内科的治療のみ） ５１ ５３ 

５ 内分泌疾患 ５７ ６３ 

６ 膠原病 ７ ６ 

７ 糖尿病 １８ ２１ 

８ 先天性代謝異常 ２ ２ 

９ 血友病等血液疾患 ４ ４ 

１０ 免疫疾患 ４ ４ 

１１ 神経・筋疾患 ２４ １９ 

１２ 慢性消化器疾患 ７ ７ 

１３ 染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群 ８ ９ 

１４ 皮膚疾患群 １ ２ 

１５ 骨系統疾患 ４ ４ 

１６ 脈管系疾患 ３ ２ 

 合   計 ２３６ ２４８ 

※ 児童福祉法の一部を改正する法律により、平成２７年１月１日から新たな制度とな 

 り、令和元年７月からは対象疾病が６疾病増え、７６２疾病が対象となった。 

市 名 行田市 加須市 羽生市 計 

令和元年度 ５０７ ７８６ ３１５ １，６０８ 

平成 30 年度 ４７８ ７５４ ３０７ １，５３９ 
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（３）先天性血液凝固因子欠乏症医療給付受給者数    

市 名 行田市 加須市 羽生市 計 

令和元年度 ３ ４ １ ８ 

平成 30 年度 ３ ４ １ ８ 

 

（４）在宅難病患者支援事業 

  ア 相談・訪問指導                                    令和元年度 

    区     分 特定疾患・指定難病 小児慢性特定疾病 血液凝固因子障害 

相 談 実 人 員  １,７０７件 ２３６件             ８件 

延 人 員     １,７７４件 ３１３件            ８件 

訪 問 実 人 員            ２７件           ０件              ０件 

延 人 員          ４０件           ０件              ０件 

   

  イ 所内ケース支援判定会議 

「埼玉県における難病患者等支援に関する手引き」に基づき、要支援対象の神経

難患者を中心にケース支援判定会議を３回実施し、情報共有と支援方針を検討し在

宅療養支援計画を策定した。 

 

  ウ 訪問相談員育成事業 

在宅神経難病患者に関わる訪問看護師等の支援者が神経難病の特徴を理解して関

わることで、より適切なケアにつながり難病患者のＱＯＬが向上することを目的と

し、研修会を実施した。（県東部保健所共催）                

    

                                                           令和元年度 

実施日 内   容 参加者 

第１回 

令和元年 

 １０月２４日 

講義「メンタルサポートに必要な病態の理解」 

講師 国立病院機構東埼玉病院  

   臨床研究部長 尾方克久氏 

訪問看護師、介

護支援専門員等

   ８０人 

第２回 

令和元年 

 １１月２２日 

講義「メンタルサポートの支援のために必要な患者心

   理の理解」－臨床心理士の立場から－ 

講師 臨床心理士 森 朋子氏 

訪問看護師、介

護支援専門員等

   ７３人 
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  エ 集団指導（患者・家族対象） 

     （ア）医療講演会（県東部保健所共催）             令和元年度 

実施日 内   容  参加者   

令和元年  

１２月１７日 

講演「皮膚筋炎・多発性筋炎の理解～病気と上手に付

き合うためには～」 

講師 順天堂大学医学部附属 順天堂越谷病院 副院長

 山中 健次郎氏   

 

患者・家族

６０人 

 

 

（イ）ＡＬＳ東部ブロック交流会（県東部保健所共催）         

                                令和元年度   

実施日 内         容 参加者 

令和元年  

１０月５日 

会場 吉川市民交流センター おあしす 

   （ＡＬＳ協会主催、保健所は共催で実施） 

①講演「ＡＬＳの治療と療養生活の注意点につい

て」 

講師 国立病院機構東埼玉病院  

     神経内科医長 鈴木 幹也 氏 

②患者・家族の交流会 

患者１０人 

家族１４人 

遺族３人  

関係者３２人 

 

計５９人  

 

  

オ 在宅難病患者支援者研修会 

      医療依存度が高く、医療や介護等の多職種連携が必要な神経難病患者に関わる支援者 

    を対象に、災害時対策についての研修会を行った。 

                                令和元年度 

実施日 内         容 参加者 

第１回 

令和元年 

１１月２１日 

講義「神経難病について～脊髄小脳変性症・多系統

   萎縮症・進行性核上性麻痺～」 

講師 国立病院機構東埼玉病院  

     神経内科医長 鈴木 幹也 氏 

訪問看護師、介護

支援専門員、行政

職員等 

  ２８人 

第２回 

令和２年 

２月３日 

講義「難病患者さんのリハビリテーション」 

実技「介護者負担を軽減する動作の工夫」 

講師 国立病院機構東埼玉病院 副理学療法士長 

奥村 武史 氏 

 

訪問看護師、介護

支援専門員、行政

職員等 

  １５人 
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（５）原子爆弾被爆者に対する事業 

   原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律（平成６年法律第１１７号）に基づき、管

内居住の被爆者に対して医療給付事務手続等を行っている。 

    被爆者健康手帳所持者数（人）       令和元年度 

行田市 加須市 羽生市 計 

７ １０ ３ ２０ 

           

（６）肝炎治療特別促進事業 

   Ｂ型及びＣ型ウイルス性肝炎に対する抗ウイルス治療（インターフェロン治療、イ

ンターフェロンフリー治療及び核酸アナログ製剤治療）の医療費を助成し、将来の肝

硬変及び肝がんの予防及び肝炎ウイルスの感染防止、県民の健康保持、増進を図る。 

 

 肝炎治療受給者証交付申請件数                 令和元年度   

治療内容 行田市 加須市 羽生市 計 

インターフェロンフリー治療 １９ ２２ ９ ５０ 

核酸アナログ製剤治療 １３ ６９ １２ ９４ 

      計 ３２ ９１ ２１ １４４ 
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４ 精神保健福祉 

（１）こころの健康相談・訪問指導   令和元年度 

 

               

   

 

 

  

 

ア 来所相談（再掲）                                     令和元年度 

病態分類別 

（実 人 数） 

延   べ   人   数 

老人精 

神保健 

社 会

復 帰 

アルコ

ール 
薬 物 思春期 その他 計 

再 掲 

ひきこ

もり 

自殺 

関連 

４４ ０ ０ ０ １ ０ １１９ １２０ ２９ ０ 

 

 

  イ 訪 問（再掲）                                   令和元年度 

病態分類別 

（実 人 数） 

延   べ   人   数 

老人精 

神保健 

社 会

復 帰 

アルコ

ール 
薬 物 思春期 その他 計 

再 掲 

ひきこ

もり 

自殺 

関連 

１３ ２ １ ０ ０ ０ １１９ １２２ ８ ０ 

 

 

  ウ 電話相談等         令和元年度    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来所相談・ 
訪問指導等 
（実 人 数） 

新規受付経路（再掲）             

市町村 病 院 その他 

５７ ２ １ ３２ 

   実 人 数  延 べ 人 数 

１７４ ６４７ 
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（２）精神保健及び精神障害者福祉に関する法律に基づく申請・通報・届出等 

 

  ア 措置通報件数及び診察結果                      令和元年度 

区   分 
通報及び 
申請件数 

結 果 

措置不要 
診察不要 

要 措 置     
（緊急措置を含む） 

一般人からの保護申請（２２条） ０ ０ ０ 

警 察 官 通 報（２３条） ３０ ２１ ９ 

検 察 官 通 報（２４条） ２ １ １ 

保護観察所の長の通報（２５条） ０ ０ ０ 

矯正施設の長の通報（２６条） １０ １０ ０ 

精神科救急情報センター 

       及び他保健所受理 
１５ ６ ９ 

計 ５７ ３８ １９ 

    ＊上記に加えて本鑑定 １（措置不要０、要措置１） 

 

イ 医療保護入院等届出状況     令和元年度 

区      分 計 

医療保護入院届 １４６ 

医療保護入院の退院届 １４９ 

医療保護入院の定期病状報告 １０９ 

措置入院の定期病状報告   ０ 

 

（３）ひきこもり関連事業 

  ア ひきこもり専門相談 

臨床心理士による専門相談（月１回）：８回、延べ相談件数１８件 

 

  イ ひきこもり関連講演会 

実施日 内  容 参加者 

令和元年 

  １１月７日 

テーマ「働きづらさを感じているわが子の 

    将来を考える」 

講 師 働けない子どものお金を考える会 

    ファイナンシャルプランナー 

    柳澤 美由紀 氏 

住民及び関係者

３１人 
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（４）精神保健推進事業 

研修 

実施日 内  容 参加者 

令和元年 

 １１月１４日 

 １２月２０日 

令和２年 

  ２月５日 

精神保健福祉相談研修 

テーマ「精神疾患を持つ人の支援」 

事例提供 各市保健センター 

講師 埼玉県立精神医療センター 

   精神科医師 清水 俊宏 氏 

管内関係者 

２２人 

令和２年 

  １月２４日 

精神障害に対応した地域包括ケアシステム構築推進

研修 ～医療と保健・福祉の連携～ 

グループワーク 

「入退院を繰り返すケースの地域支援を考える」 

 

管内関係者 

 ２１人 

令和２年 

  ２月２０日 

高齢者福祉に携わる支援者研修 

テーマ 

「精神疾患を抱える高齢者の事例を通して 

 事例検討能力を高める」 

講師 臨床心理士 菊池 礼子 氏 

管内関係者 

 ４３人 
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５ 結核・感染症 

（１）結核予防 

  ア 結核相談・指導等件数                                    令和元年度 

相 談 
訪問指導 

電 話 来 所 文 書 

延べ人員 延べ人員 延べ人員 実人員 

 

延べ人員 

 

再掲 

ＤＯＴＳ 

再掲 

ＤＯＴＳ 

２８４ ５７ ２９５ ３８ ２７ １２４ ２７ 

 

  年２回、計３５名について、コホート検討会を実施した。 

 

  イ 新規登録患者数（市別活動性分類） 期間：平成３１年１月１日～１２月３１日  

市 別 総 数 

肺結核活動性 
肺外 

結核 

活動性 

別 掲 

喀痰塗抹陽性 その他 

の結核 

菌陽性 

菌陰性 

その他 

潜在性

結核 

感染症 
初回

治療 

再 

治療 

行 田 市 ５ ２ ０ ２ ０ １ １ 

加 須 市 １３ ７ ０ ０ ０ ６ ２ 

羽 生 市 ５ ２ ０ ２ ０ １  １ 

合 計 ２３ １１ ０ ４ ０ ８ ４ 

 

ウ 結核登録者数（市別活動性分類）     令和元年１２月３１日現在 

市別 総数 

活動性肺結核 
肺外 

結核 

活動 

性 

不 

活 

動 

性 

活 

動 

性 

不 

明 

別 掲 

登録時喀痰

塗 抹 陽 性      

登録時 

その他 

の結核 

菌陽性 

登録時 

菌陰性 

その他 

潜在性 

結核 

感染症 
初回 

治療 

再 

治療 

行田市 １５ ０ ０ ０ ０ ２ １１ ２ ４ 

加須市 ２８ ７ ０ ０ ０ ６ １１ ４ １２ 

羽生市 １１ ２ ０ ０ １ １ ６ １ ６ 

合 計 ５４ ９ ０ ０ １ ９ ２８ ７ ２２ 
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  エ  管理検診・接触者健診受診状況                令和元年度 

区   分 
受診 

者数 

ツ反 

検査 

IGRA 

検査 

Ｘ線 

直接 

撮影 

喀痰 

検査 

健 診 結 果 

要 

治 

療 

潜在性

結核 

感染症 

結核発病

の恐れ 

あり 

異常 

なし 

管理 

検診 

保 健 所     ８ － － ８ ０ ０ －  －  ４２ 

医療機関 ８６ － －   ８６ ０ ０ －   －   １０１ 

  計 ９４ － －   ９４ ０ ０ －   －   １４３ 

接触者 

健診 

保 健 所     ２６９ ６ １６６ ８６ ２ １ ５ ０ ２６９ 

医療機関 ７５ ０ ２ ７３ ４ ０ ０ ０ ７５ 

   計 ３４４ ６ １６８ １５９ ６ １ ５ ０ ３４４ 

 

オ 加須保健所感染症診査協議会 

・ 令和元年度 ２３回実施 

諮問件数と内訳 

諮問件数 
入院勧告 

(法19･20条関係) 

就業制限 

(法１８条関係) 

公費負担 

法３７条の２ 

１２３ ５９ １９ ４５ 

 

（２）感染症予防 

  ア 感染症法に基づく全数把握対象感染症数             令和元年度 

    

  イ 施設等への感染症集団発生対応                令和元年度 

   感染症の集団発生があった施設に対し、調査や対応等の相談を実施した。 

インフルエンザ ６件 

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 １件 

CDトキシン １件 

手足口病 １件 

類 型 感染症名 発生 調査 接触者健診 

三類感染症 腸管出血性大腸菌感染症  ２ ４ ７ 

四類感染症

  

レジオネラ症 

アメーバ赤痢 

デング熱 

７ 

１ 

１ 

７ 

 １ 

１ 

    －

 － 

－ 

五類感染症 侵襲性肺炎球菌感染症 

梅毒 

百日咳 

麻疹 

風疹 

１ 

５ 

１６ 

１ 

６ 

－ 

－ 

－ 

１ 

    ６ 

  － 

－ 

－ 

－ 

－ 



- 35 - 

 

  ウ  性感染症相談事業                     令和元年度 

    エイズ等の性感染症、Ｂ・Ｃ型肝炎に関する相談、検査（月２回）を実施 

 

エ 管内市感染症業務担当者連絡会議 

実施日 内   容 参加者 

令和元年 

 ６月２１日 
最近話題の感染症等について情報提供 各市担当者 

  

オ 研修 

    感染症予防の正しい知識の普及啓発を目的として実施した。 

 

 

 

相 

談 

件 

数 

電 

話 

 

延べ  ２０３件 

 

 

 検 

 査 

 件 

 数 

 ＨＩＶ抗体検査       ８９件 

 梅毒反応検査        ８７件 

 ＨＢs抗原検査       ８６件 

来 

所 
延べ  １３１件 

 ＨＣＶ抗体検査       ８２件 

 クラミジア検査        ８７件 

 

実施日 内  容 参加者 

令和元年 

 ８月７日 

(地域推進担当 

主催) 

講話 

「院内感染対策の実際－耐性菌対策も含めて－」 

講師 埼玉医科大学 吉原みき子 氏 

管内医療機関の 

医師・看護師・ 

事務等 ３５人 

令和元年 

 ９月２５日 

 

ＴＯＮＥ感染カンファレンスにて情報提供 

①結核予防週間 ②ラグビーワールドカップに伴う感

染症発生リスク評価      講師 保健所職員 

医療圏内の 

看護師等 

約６０人 

令和元年 

１０月２日 

高齢者施設向け感染症予防研修会 

 
高齢者福祉施設

職員 ４７人 

令和元年  

１１月８日 

１月３１日 

専用外来との訓練 

①情報伝達訓練 

②電話連絡訓練（行田総合病院） 

専用外来設置医

療機関３か所 

 

令和２年 

 ２月２６日 

 

防護服着脱訓練 

講師 行田総合病院 医師・看護師 

講義「東京オリンピック・パラリンピック競技大会開

催に向けたグローバルな感染症対策」 

保健所職員 

消防機関職員、

専用外来看護師

等１８人 


